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目的 センチネルリンパ節生検後再発した症例の詳細を検討する

研究デザイン 後ろ向きコホート研究および症例対照研究 
セッティング Department of Gynecologic Oncology, The University of 

Texas MD Anderson Cancer Center 
対象者 1993 年から 1999 年までセンチネルリンパ節生検を行った

外陰癌患者外陰癌患者 52 例 
対象者情報（国籍） 1.日本人 2.日本人以外 3.国籍区別せず （ 2 ） 
対象者情報（性別） 1.男性 2.女性 3.男女区別せず （ 2 ） 

対象者情報（年齢） 

1.乳幼児 2.小児 3.青年 4.中高年 5.老人 6.乳幼児・小児 
7.乳幼児・小児・青年 8.乳幼児・小児・青年・中高年 
9.乳幼児・小児・青年・中高年・老人 10.小児・青年 
11.小児・青年・中高年 12.小児・青年・中高年・老人  
13.青年・中高年 14.青年・中高年・老人 15.中高年・老人  
16.乳幼児・青年 17.乳幼児・中高年 18.乳幼児・老人 
19.小児・中高年 20.小児・老人 21.青年・老人  
22.年齢区別せず （ 15 ） 
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1  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

2  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

3  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

4  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

5  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

6  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

7  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

8  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

9  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

10  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

主な結果 

52 例中 14 例 (27%) に再発を認めた。8 例が原発巣に 3 例

が鼠径リンパ節に、遠隔転移が 3例であった。SCC9 例中 32

例 (22%),黒色腫 7例中 4例 (57%) 乳房外 Paget 病 1例中

1例に再発を認めた。 SLN 同定の有無、SLN および non SLN

における転移の有無は再発率と相関しなかった。SLN 陰性

で non-SLN 陽性の例はなかった。鼠径リンパ節の再発 3 例

は SLN non-SLN とも陰性 1例、SLN non-SLN とも陽性 1例, 

SLN が同定できず non-SLN 陰性が 1例であった。 

一次研究の 8 項目 

結論 

リンパ流マッピングをした場合も再発のパターンはしない

場合と変わらなかった。センチネルリンパ節が陰性で鼠径

領域に再発した例がみられた。このことはセンチネルリン

パ節生検を外陰癌の標準治療に組み入れる際、十分な検討

が必要であることを示している。 
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レビューワーコメント 
レビューワーコメント 

エビデンスのレベル分類（ IV ） 
比較的多数例の解析である。3 例（６％）にリンパ節の再発がみら

れている。この報告ではセンチネルリンパ節の同定を色素法のみで

行っており、手技的な問題も考えられる。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




